
2022 年度 短期大学卒業生調査報告（抜粋） 

1、報告要旨 

本報告は2018年度に本学を卒業した卒業生を対象に行った「卒業生アンケート」を基に、

本学でのキャリア支援と学びの有用性などをまとめたものである。 

本アンケートは、2022 年 4 月に対象者 195 名中 30 名より回答を得た。 

回答者内訳は、幼児教育科 19 名、国際コミュニケーション科 11 名であった。 

 

2、結果の概要 

就職時における大学側のサポートについて 

 
 

就職サポートは充分であったという評価であった。熱心にサポートしてくれた等、好意的な

意見を寄せられた一方、履歴書の書き方、SPI 対策をしてほしい等、要望もよせられた。 

 

短期大学で学んだことで、社会に出て役に立ったこと 

＜幼児教育科＞ 

・保育の専門的知識 

・コミュニケーション能力 

・文章の書き方、挨拶や実習態度 
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＜国際コミュニケーション科＞ 

・コミュニケーション能力 

・ＰＣ関連他検定・資格 

・インターンシップ経験 

 

 

学生時代にやっておけば良かったこと、身につけておけば良かったこと 

＜幼児教育科＞ 

・漢字練習、話す力 

・英語力 

・コミュニケーション力の強化 

・ピアノのレッスン 

 

＜国際コミュニケーション科＞ 

・英会話 

・動画編集の技術 

・資格取得 

 


